
石綿（アスベスト）の分析・測定
解体・改修工事に伴う石綿含有率の分析や浮遊石綿濃度の測定

石綿（アスベスト）の分析・測定
解体・改修工事に伴う石綿含有率の分析や浮遊石綿濃度の測定

建材・吹付け材の現場における試料採取、及び石綿含有率の分析
空気中の浮遊石綿濃度測定

ご相談ください

当社
では

労働安全衛生法ー石綿障害予防規則(平成17年施行)により、建築物等の解体・破砕等の作業を行う際、
石綿等使用の有無が不明な場合には、調査することが定められています。

▶建材・吹付け材中の石綿(アスベスト)含有率の分析

❶試料の採取

❸アスベスト検出

❺報告（アスベストが検出されましたら適切な方法での工事・処分をお願いします。）

❷定性分析：どちらかの方法で分析をします。

❹X線回折装置による定量分析（JIS A1481-3）

・建材製品中のアスベスト含有率測定方法JIS A 1481

お客さまのご希望がございましたら、
さらに詳細な分析の方法もございます

（アスベスト含有基準）0.1%を超えないこと

②-1 実体顕微鏡・偏光顕微鏡による
　　 定性分析（JIS A1481-1）

②-2 位相差・分散顕微鏡・X線回折装置による
　　 定性分析（JIS A1481-2）

① 建材・吹付け材に石綿(アスベスト)が含有しているか(定性分析)  
     その含有率は何％か(定量分析)
 ② 建築物室内の空気中に浮遊している石綿(アスベスト)濃度測定 
     について業務体制を整えております。

株式会社テクノ中部は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

株式会社テクノ中部



①石綿に係る特定粉じんの濃度の測定法（平成元年１２月２７日　環境庁告示第９３号）
②（社）日本石綿協会編　室内環境等における石綿粉じん濃度測定方法
③作業環境測定　石綿の粉じん濃度

建材中の石綿試料の採取 偏光顕微鏡写真

▶大気中・環境中の浮遊石綿濃度の測定

石綿繊維数の計数
（位相差顕微鏡）

粉じんの採取

大気環境
(①大気汚染防止法)

室内環境
(②(社)日本石綿協会)

作業環境
(③労働安全衛生法)

（許容濃度）大気環境 ※室内環境：10ｆ／Ｌ
（管理濃度）作業環境：0.15ｆ／㎤（150ｆ／Ｌ）

石綿濃度の算出

※室内環境は、WHO環境保健クライテリアに準拠した目安としての数値

〒455-8512  愛知県名古屋市港区大江町3-12
株式会社テクノ中部 ■営業部 営業グループ

■測定分析部

TEL 052-614-7164
　
TEL 052-614-7159

検 索テクノ中部 検 索ホームページ https://www.techno-chubu.co.jp

技術的なご相談は I SO9001
（測定分析部）
認 証 取 得


